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第2章　被災地における警察の活動

気象庁による津波警報・注意報の発表状況
（平成23年3月11日15時30分現在）

沿岸部の集落を襲う津波（岩手県陸前高田市）

津波警報等の発表

被災地における避難誘導

地震発生直後、気象庁により岩
手県・宮城県・福島県沿岸に津波
警報（大津波）、北海道太平洋沿
岸中部、青森県太平洋沿岸、茨
城県沿岸、千葉県九十九里及び
外房、伊豆諸島に津波警報が発
表されました。さらに、15 時 30
分には津波警報の範囲が太平洋
沿岸全域に拡大されました。
警察では、津波警報・注意報
が発表された地域を管轄する全国
各地の警察署等において、パトカー
等による広報活動や沿岸部での避
難誘導等を行いました。

 　１  避難誘導

被災県警察においては、地震発生とともに災害警備本部を設置し、各警察署等に対して一斉
指令を発するなどして避難誘導の実施を指示しました。災害警備本部では、ライフラインが途絶
え情報が錯綜する中で、関係機関と連携して津波情報、被害状況等の情報収集に努めるととも
に、各警察署等に対して津波警報等の状況、高台への避難誘導についての指示を繰返し行い
ました。
各警察署等においても、地
震発生直後から、沿岸部に多く
の警察官を派遣して津波情報
に関する広報を行うとともに、
津波による被害の発生する危
険性が高い地域においては、限
られた時間の中で住民を高台
に避難させるなど、迅速な避難
誘導を行いました。しかし、そ
の中で、数多くの警察官が津
波に襲われて殉職しました。
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津波により折れ曲がった列車（福島県新地町)

道路に押し寄せる津波（青森県八戸市） 津波に押し流された船舶（左同）

列車の乗客らを津波から守った警察官

■ 列車からの避難誘導
福島県警察学校の初任補修科卒業式を終え
た新人警察官２人は、相馬警察署に帰署途中
の列車内で地震に遭遇しました。両警察官は
乗客の負傷の有無を確認するとともに、津波
警報（大津波）の発令を携帯電話で認知した
ことから、先頭と最後尾に分かれて乗客約 40
人を高台へ誘導し始めました。
背後から津波が迫り来る中、最後尾で誘導
を実施していた警察官は、偶然通りかかった
軽トラックを停車させ、足を痛め最後尾を歩い
ていた女性を助手席に乗車させるとともに、自
らは軽トラックの荷台に乗り込み、難を逃れま
した。
列車は津波に飲み込まれて脱線転覆しまし
たが、乗客らは全員無事に避難することがで
きました。

■ 先人からの教え
津波警報（大津波）の発令に伴い、沿岸部住民等の避難誘導を実施していた青森県八戸警
察署の警察官は、青森県八戸市内の新井田川の河口付近で川底が見えるくらいまで水が引いて
いる状況を確認しました。この警察官は、先人からの言い伝えを思い出し、「大規模な津波が押
し寄せてくる」との危機感を抱いたことから、住民等に対し高台に向かうよう懸命に呼び掛け、
約150人の住民等を無事避難させました。

事　例 ～津波が迫る中での避難誘導～
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